
EARG 2021年度の 活動実績  （2022/8/2） 
 
1） 研究会 

330 回 研究会 2021/9/19 弁護士：佐藤 泉 「コーポレートガバナンス・コードの改訂とESG投資に与える影響、最近の環境法関連改正の傾向」 
331 回 研究会 2021/12/5 サンメッセ総合研究所 所長・首席研究員、ニッセイ基礎研究所 客員研究員：川村 雅彦 「EUタクソノミーの狙いと日本企業への影響」
（研究会コメント） 
332 回 研究会 2022/1/16 一般社団法人 Climate Integrate 代表理事：平田 仁子 「COP26の成果と日本の脱炭素の課題」（研究会コメント） 
333 回 研究会 2022/2/20 環境監査研究会 代表幹事：後藤 敏彦 「TCFDのメインストリーム化」（研究会コメント） 
334 回 研究会 2022/4/17 アラベスクS－Ray社 日本支店代表：雨宮 寛 「A New Perspective on ESG」 
335 回 研究会 2022/7/24 株式会社ヴォンエルフ代表取締役、株式会社Arc Japan 代表取締役：平松 宏城 「都市、建築物におけるグリーンビジネスの可能性」 
 

2） サロン 
1 回 サロン 2021/11/21 「SDGsの企業での普及～課題は何でどう克服するか～」 
2 回 サロン 2022/3/13 「メタバース、情報化社会の未来と環境監査研究会の活動テーマ」 
3 回 サロン 2022/5/15 「株式市場とTCFD情報開示、特にシナリオ分析について」 
4 回 サロン 2022/6/19 「情報化社会とハイブリッド戦にみる個人と社会と環境と」 
 

3） 研究会とサロン 参加者  昨年度から引き続きリモートで研究会と新たにサロンを行い、多彩な講師にお願いし、集客にも努めた 
 

4） 会員対象「事務局だより」の発行 、「ESG Topics」の発行   
毎月 「事務局だより」を発行 （定例研究会案内、 他団体セミナー案内） 
随時 「ESG Topics」の発行 
 

5） 会員外対象「ESG Topics」 の発行  
以前名刺交換した知人約 80名に毎月「ESG Topics」を発行し、情報発信と研究会の案内を行った 

https://www.sustainability-fj.org/pdf/EARG/20211121_seminar330.pdf
https://www.sustainability-fj.org/pdf/EARG/20211205_seminar331.pdf
https://www.sustainability-fj.org/pdf/EARG/20211205_seminar331_report.pdf
https://www.sustainability-fj.org/pdf/EARG/20220116_seminar332.pdf
https://www.sustainability-fj.org/pdf/EARG/20220116_seminar332_report.pdf
https://www.sustainability-fj.org/pdf/EARG/20220220_seminar333.pdf
https://www.sustainability-fj.org/pdf/EARG/20220220_seminar333_report.pdf
https://www.sustainability-fj.org/pdf/EARG/20220417_seminar334.pdf
https://www.sustainability-fj.org/pdf/EARG/20220724_seminar335.pdf

